
 
 
 

日常生活を基に自分の意見を考え、具体物を操作しながら、

自分の考えを説明しようとしている 
 

 

 
① 既習事項や日常の生活体験の想起 

 本時の水のかさを比べる際には、長さ比べの学習を想起したり、日常の生

活体験の中で水を扱った経験を思い出させたりする発問を行うことで児童の

水のかさの比べ方に対しても、見通しをもって学習ができるようにする。 

 

② 場の設定の工夫 

水を扱う場所、水のかさを比べる場 

所、ワークシートに記入する場所をそ 

れぞれブルーシートやフラフープ机な 

どに分けて設定することで、児童がそ 

れぞれの場で行うべき活動が分かりや 

すくなるよう設定した。 

 

③ 小集団活動 

  積み重ねてきた生活体験が児童ごとに異なることが予想されるため、３つ

の入れ物の中で水が一番入る入れ物を検証する場面では、３人一組での活動

に取り組ませる。３人での活動を行うことで、異なった意見が出た際にそれ

ぞれの比較方法を確かめたり、同じ意見となった場合でも、比較方法の手順

が異なることを、具体物の操作を通じてお互いに確かめさせたりすることで、

児童が様々な比較方法を体験できるようにしたい。 

 

研究主題に迫る手立て 

 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水を扱う場所、水のかさを比べる場所、ワークシートに記入する場所をそれ

ぞれブルーシートや机、フラフープなどに分けて設定することで、行うべき

活動が分かりやすくなるようにしました。 

水のかさを比べる際には、長さ比べの学習を想起したり、日常の生活経験

の中で水を扱った経験を思い出させたりする発問を授業の中で行うこと

で、児童が水のかさの比べ方に対しても、見通しをもって学習ができるよう

にしました。 

 

論理的思考を働かせるために、今日の学習の流れの「みえる化」し、学習

過程を意識し、解決への見通しをもたせることが大切である。 


